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Bone morphogenetic protein (BMP)は1960年代に骨誘導を引き起こすタンパク質として同定
された。BMPに対応する受容体としてはタイプ 1受容体として BMP receptor (BMPR) IA、












これらの凍結冠状断切片を作製した。抗 BMPRIA抗体、抗 BMPRIB抗体、抗 BMPRII抗体
を用いて免疫組織化学染色を行った。また、Enzyme-linked immunosorbent assay及び、抗原
を用いた吸収試験を行い、それぞれの抗体が対応するタンパクを特異的に認識することを




脳皮質では、錐体細胞の細胞体と apical dendriteに BMPRIA、BMPRIB、BMPRII全ての強い
発現があった。海馬において、BMPRIAはアストロサイトでの強い発現が見られ、BMPRIB
は錐体細胞の apical dendriteに強く発現していた。また、BMPRIIは錐体細胞の細胞体に強





































は、二つのタイプ 1 受容体 BMPRIA、BMPRIB、およびタイプ 2 受容体 BMPRII が報告さ
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